
　　年　　月　　日

年月日 ／ ／ ／ ／

経過 入院日（手術前日） 術後１日目 術後２日目 術後３日目（退院予定日）

達成目標 ☆順調な経過をたどり退院できる。

治療・処置

☆除毛があります。臍をきれいにします。
☆手術室に持参する物の準備をして下さい。
◆手術前に準備するもの
　・バスタオル
　・手術セット

☆(胃管)、心電図モニター、酸素
　マスクをはずします。

☆弾性ストッキングを終了
　します。

☆退院診察（内診と超音波）が
　あります。臍など創部の点検も
　行います。

内服・注射

☆寝る前に下剤を2錠内服します。
☆眠れない時は申し出て下さい。睡眠剤を
　差し上げます。

☆点滴2本

検査 ☆採血、麻酔科受診 ☆採血

活動・安静度
リハビリ

☆歩行自由です。 ☆トイレや洗面所まで歩行しましょう。
　始めの歩行時には必ず看護師が
　付き添います。

☆歩行自由です。どんどん
　活動量を増やしていきま
　しょう。

食事

☆持ち込みの食事はできません。夕食まで
　低残渣食を食べます。
☆食事や飲水の制限については、術前
　オリエンテーションで説明します。

☆朝から水やお茶が飲めます。
☆昼から全粥食が入ります。

☆普通食になります。
☆治療上（血栓予防）
   のためデイルームでの
   お食事と なります。
   職員が配膳いたします。

清潔

☆除毛後、入浴かシャワー浴をしていただき
　ます。

☆看護師が体を拭きます。 ☆シャワー浴ができます。

排泄
☆尿の管を抜きます。

説明・教育
指導

（栄養・服薬）

☆入院のオリエンテーション
☆手術のオリエンテーション
☆術前訪問（手術室看護師）
☆薬の説明（薬剤師）

☆手術後2～3日は38℃くらいの熱が
　出ることがあります。
☆痛みと熱の状態に応じて、鎮痛剤
　や解熱剤などの処置をします。

☆診察で問題なければ退院と
　なります。
☆「退院後の生活について」の
　パンフレットをお渡しします。

★予想される退院日 ／

注１)病名等は現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得るものです。 2019年6月１日改訂

注２)入院期間については、現時点で考え得るものです。

担当医
主治医

主治医以外の 患者署名

担当者名　 (代筆者)

秋田赤十字病院　婦人科　病棟

☆手術は全身麻酔です。
☆手術後にご家族へ説明があります。

☆時計、指輪、義歯、コンタクトレンズ、ヘアピン
　など身につけている物はすべて外し、化粧は
　取って下さい。

患者氏名　　　　　　　　　　　　　　　様

☆手術後はHCUへ入院予定です。
☆手術後は横向きになれます。
☆手術後は深呼吸を行い、痰を出しましょう。

手術当日

☆朝、下剤の坐薬を挿入します。
☆手術前の点滴2本
☆手術後の点滴2本

☆手術後、尿の管が入ります。

☆歯磨きは行って下さい。

患者ID 〔　　　　　　　　　　〕 腹腔鏡下手術　入院診療計画書
病名　　　　　　　　　　　　　　　　　　_

／

☆術前の診察（内診，超音波）があります。
☆点滴前にショーツ以外の下着を脱いで下さい。
☆弾性ストッキングを着用します。
☆手術後は(胃管)、心電図モニター、酸素マスク
　が装着されます。

㊞

看護

☆手術後の苦痛が軽減できるように
　援助致します。

☆退院に向けて援助致します。
☆退院後は無理をせず少しずつ普通の生活に戻しましょう。

特別な栄養管理の必要性　（　）あり　（●）なし

☆別紙（退院療養計画書）に沿って説明します。

☆手術に向けて準備を行います。
☆手術に対する不安の軽減に努めます。
☆安全に入院生活を送るために、身の回りの
　お世話を致します。

退院後の治療計画・退院後の療養上の留意点
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